
















Examination of on-Campus Training Development of the 
Medical Administrative Course 




1. 研究の背景と目的  




































































グと段階的に 3 種類がある。この 3 種類のシミュレーショントレーニング内容については表 1 に
示す。それぞれの段階に応じたトレーニングで、図 1 で示すシミュレーション教育の流れがあると
いうことになる。 


































3. 1 学内実習の構造 
 医療機関実習の目標を表 2 に示す。学生は、実習Ⅰでの経験を反映し、実習Ⅱに臨む構造となっ
ている。また、臨地実習が可能となった学生もいたことから、学習成果が大きく乖離することも、










表 2 医療機関実習の目標 
実習名 時期 目標 
医療機関 
実習Ⅰ 











レベル トレーニングの名称 内容 
① タスクトレーニング  個人技術の習得 




状況下での思考と判断、 行動化の訓練  
 安部（2016）「医療におけるシミュレーション教育」『日集中医誌』（23）p.15 を参考に筆者作成  

































3. 2 模擬病院の展開  





3. 2 模擬病院の展開  





表 3 学内実習の内容 
日にち 実習内容 
1 日目 
オリエンテーション：目的や趣旨、10 日間の流れの説明  個人研究のテーマを決める  




   講話の後、講話担当者とのディスカッション。その後、振り返りを行う。  
3 日目 講話についてのまとめレポート作成  それぞれのテーマについての個人研究を進める  
4 日目 模擬病院外来設定に向けての役割分担  必要パーツ（書類を含む）の作成 
5 日目 必要パーツ（書類を含む）の作成  模擬病院外来のセッティン。  
6 日目 
1.模擬病院での演習 
 受付 患者登録 患者誘導 聞き取りや説明 診療支援（バイタル計測）  
 レセコン 支払い 次回予約 入院手続き 各種メッセンジャー業務        








   講話の後、講話担当者とのディスカッション。その後、振り返りを行う  


























































































表 4 模擬病院実習の経過 
 






















 入口 受付 待合室 診察室 会計 薬局 
6.事務スタッフの動きや患者の動きの確認  
7.各部署での手順の確認  
 受付業務(患者登録 患者誘導 来院目的の聞き取り) 
 診療支援(バイタルサインの計測 検査の説明 入院説明) 
 会計業務(レセプト作成 支払い 次回予約) 




  教職員を疑似患者として患者対応の実践をする 



















  アンケートの結果や自分達の気づきをホワイトボードに書き出す  
 
評価・まとめ  11.まとめ 















































表 5 分析シート 


























アイデアを出し合う 共有しあう  
周囲の意見も取り入れて 皆で作り上げる  
仲間にアドバイスをもらう 皆で分担する  
周囲の行動を見ながら考える 意見を出し合う  
皆で 
頑張ろう どんどん良くなる 楽しい やる気 活動に対する
期待 これからどうなるのかワクワク、ドキドキ  期待 
業務の流れ 流れの確認  業務の流れ  業務の理解  
冷静に 正確に  業務対処の気持ち  
業務への思い 
不安 大変 必死 焦る 忙しい 大変 




気遣いの言葉や行動が必要 配慮や思いやり  
丁寧で優しい印象を与える 患者の行動観察  
患者への配慮  
情報の伝達 メモだけではだめ  情報の伝達  
業務での動き  部署間の連携 補佐をする  
人手の足りないところに行く 臨機応変に行う  
連携 




受付は重要 責任を感じた  責任 
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